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中間市の概要

面積： 15.98km²
総人口： 44,098人（推計人口、2010年5月1
日）
人口密度： 2,760人/km²
高齢化率： 25.4％



http://nittan6.hp.infoseek.co.jp/nakazuru‐tankou.html

明治・大正時代を
通して産炭地域の
中心として発展
⇒
1960年代のエネルギー

革命後衰退
・1962年財政再建準用団体
・1964年最後の炭鉱廃山

中間市と炭鉱

中鶴炭鉱住宅中鶴炭鉱住宅

ボタ山ボタ山

中学校中学校

県営住宅県営住宅



中間市老人クラブ連合会

• 中間市老人クラブ連合会会員数：約2,700名

⇒市内民間組織では最大の会員数。

（全国老人クラブ連合会会員数約840万人、

約13万クラブ。）

• その目的は、介護予防、生きがいと健康づくり。

• 介護保険制度導入を期に保健部を設置。

• 中間市は、単独で保健部事業（健康講座、健康チェック、
介護講演会、高齢者のための各施設や社会見学、生き
がいや健康づくりの啓発を目的とした映画鑑賞会など）
を実施している。



１.保健部の事業内容（女性部と共催）

• 映画鑑賞会 平成１２年度より開催

バザー・フリーマーケット同時開催

収益は市老連活動資金へ

• 介護講演会 後援 中間市

• 施設見学会 介護施設 文化施設

• 健康講座
– 講師は産業医科大学医学部４年生

公衆衛生学教室の地域実習

– 大学・中間市・中間市老人クラブ連合会との

三者合同で健康講座を実施。

• プラチナクラブ
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２.産業医科大学と連携した健康づくり・実績
年 月 日 テ － マ 参加人員

１３・６・ ６ 痴呆とはなにか？ ４０

１４・６・１２ 健診の内容と受け方 ６５

１５・６・１８ 癌ってなんだぁ！！ ８５

１６・６・ ２ もっと知りたい心臓のこと １０７

１７・６・１５ その飲み方で大丈夫！？ １２６

１８・６・１４ 介護予防でげんき！いきいき生活！ １０３

１９・６・２７ 尿路の話 １３８

２０・６・１８ 健康寿命は御近所づきあいから １４９

２１・７・ １
上手な医療機関のかかりかた

～賢い患者になる秘訣～
１６３

２２・６・１６
頭の中をのぞいてみよう！

～脳のしくみと不思議～
２００
＋α
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平成２０年６月１８日平成２０年６月１８日
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平成２１年７月１日
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医学生との協力による健康教育

• 医学生に「地域の高齢者」と意見交換をする
機会を提供
– よりよい医師の育成に協力

• 高齢者が望む医師はどのようなものなのか？

• 高齢者が医療に望んでいることは何なのか？

• 高齢者が知りたいことは何なのか？

– 高齢者に正しい医学知識を学ぶ機会を提供
• 正しい受療行動

• 健康的な生活習慣

– 望ましい医師－患者関係の構築のための双方の
意識改革
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プラチナ倶楽部プラチナ倶楽部
自己実現プラチナ倶楽部

（運動トレーニングの介入）

・ ステップ運度、チューブ運
動、おもりの運度、リズム
体操、ストレッチを含む、
筋力、持久力、柔軟性の
向上を目指した。

・ グループを作ってもらい、
グループワークも実施し、
グループ内の交流を深め
ることと、運動が継続する
工夫を行なった。

脳トレ・プラチナ倶楽部

（脳トレーニングの介入）

・ 川島隆太教授の教材
「元気プリント（小学館）」
を使用。読み・書き・計算
を実施。

・ 毎回、川柳作り、ダジャ
レ作り、ゲーム大会、クイ
ズなど楽しく頭を使い、グ
ループ内の交流が深まる
プログラムを目指した。
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プラチナ倶楽部の結果（3ヶ月実施後）

①体力測定での効果（有意な向上のあったもの）

筋トレグループ：握力、5m歩行、２分間足踏み、Timed up & go

脳トレグループ： 5m歩行、２分間足踏み、Timed up & go

② POMS（気分尺度）での効果（有意な向上のあったもの）

筋トレグループ： 緊張、抑うつが低下し、活気が上がった。

脳トレグループ： 緊張、抑うつ、怒りが低下した。

＊コントロール群では、変化を認めなかった。



プラチナクラブの効果

• 「健康」という「関心縁」を通した仲間づくり

⇒ まちづくり・地域づくり

• 「自助」・「互助」の強化

⇒ 効果を確認することの重要性



まとめ
• 例えば、定年退職後の男性は地域の地図を持っ

ていない。現役時代は、地域に寝に帰るだけだっ
た。水先案内人も必要（男性料理教室など）。

– 夫や妻、子供のためだけでなく、地域の人にも必要とさ
れ、認められる生き方をしていなければ、高齢期になっ
てから関わるのは難しい。

–– 定年のない地域の役割、地域の仲間はインフォーマル定年のない地域の役割、地域の仲間はインフォーマル
な社会資源になる、な社会資源になる、地域こそ生き甲斐の宝庫地域こそ生き甲斐の宝庫。。

• ニーズの多様化している団塊の世代を地域の財
産として生かすための受け皿は地域の責任。

• 老人クラブ連合会は「活力ある高齢社会」をそれ
ぞれの地域で実現していくための貴重な地域資源


